
ふるふる⻑岡京
事業名︓地域発信⼒向上プロジェクト
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 子育て世代にとっては、地域の情報がバラ
バラに存在し、欲しい情報が十分手に入ら
ない。

 市内の団体、事業者にとっては、独自に発
信しているが、必要としている人に十分届
いていない。効果的な情報発信をするノウ
ハウがない。
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事業で解決したい地域課題



 市⺠が地域情報を収集する⽅法が変化し
ている。インターネットやSNSを通して、
情報収集する人が増加している。
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事業で解決したい課題の背景



1. 市⺠が発信者となり、インターネットや
SNSを通して情報発信するための知識と技
術を得られる勉強会の開催。

2. SNSアカウントに地域のおでかけ情報を掲
載する。掲載情報は、勉強会に参加した市
⺠が取材を⾏い、インタビュー・写真撮
影・画像編集・文章執筆をする。
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解決するための事業内容



 地域の情報を魅⼒的に、かつ主体的的に
発信できる市⺠が増える。

 情報が必要な人に届き、⾏動を起こすこ
とでまちがにぎわう。
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事業によって到達したい状態や目標



 キックオフ＋勉強会4回 参加人数 キックオフ11人、勉強
会（有料）のべ77人
1回目︓事業説明キックオフ＋交流
2回目︓発信で地域活性化する⽅法
3回目︓取材スキルを⾝につけよう/発信のルールと最新の
動向/デザインツールCanva

4回目︓ファンが増えるセールスライティング/AI活用
5回目︓目にとまり、引き込まれる写真・動画撮影のポイン
ト
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事業︓勉強会



 Instagramアカウント「ふるふる⻑岡
京」の運営

 勉強会参加者が投稿したい内容を企画し、
事務局メンバーがサポートした。取材の
ためのアポイント獲得、画像作成、文章
作成をサポートした。
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事業︓インスタ運営



 【アカウント情報」
投稿数16、フォロワー数 232人

 【よく⾒られた情報】
⻄代⾥⼭公園の楽しみ⽅、市内ハロウィー
ンイベント情報まとめ、幼稚園情報まとめ、
ガラシャ祭でおむつ替えができる施設まと
め、⾬の⽇でも楽しめる⼯場⾒学レポート
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事業︓インスタ運営



1. 広報の⽅法
広報⻑岡京Life、チラシ、Instagram、イ
ベント参加

2. 収入を得る⽅法
勉強会参加者からの参加費や、アーカイ
ブ動画購入費を収入としました
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そのほか今年度事業について



3. 次年度以降の事業の展開
引き続き、学びの機会を提供します。今年度のように気軽
に参加できる内容に加え、テーマを発展させた勉強会も検
討しています。
実践の機会として、市⺠目線の発信に加え、⾏政や他団体
との連携も強化していき、より広く有益な情報を集め、発
信していきます。
想定より多くの⽅に勉強会に興味を持っていただけたため、
運営の事務手続きが追いつかない懸念がありました。より
スムーズな運営⽅法を検討していきます。
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そのほか今年度事業について
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チラシ


